
資料２ 

農地付き空き家の運用について 

１ 内 容 

 売買や賃借が難しい空き家に付随した農地において下限面積を引き下げるこ

とで、遊休農地の解消を図るとともに県外からの UIJ ターン者などによる移住

定住を促進します。※空き家に付随する土地のみ運用 

 

 

 

 

 

 

 

２ 伊達市における空き家に付随した農地の下限面積について 

0.1a 
 

 

 

 

 

 

 

（その他） 

今後、農業委員会との協議等で正式に決定した後、空き家と付随する農地を

セットにした農地付き空き家バンクを運用します。 

（参考１） 

 農地法で農地を取得する人は、取得後の合計面積が原則 50ａ（アール）以上となるこ

とが必要と定められている（下限面積）。 

通常 

50ａ（5,000 ㎡）以上必要 

※伊達市の場合は、30ａの地域

または 40ａの地域がある。 

農地付き空き家の場合 

 

０.１ａ（10 ㎡）以上必要 

 


